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高
大
連
携
協
定
校
お
よ
び

教
育
交
流
提
携
校
の
高
校
生

を
対
象
と
し
た
「
司
書
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
が
７
月
29

日
と
31
日
の
２
日
間
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
本
館

で
実
施
さ
れ
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
職
員
か
ら

大
学
図
書
館
の
役
割
や
本
学

図
書
館
の
特
色
、
司
書
の
業

務
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
館
内
を
見
学
。
就
業
体

験
で
は
、
受
入
、
整
理
、
利

用
サ
ー
ビ
ス
の
３
班
に
分
か

れ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
貸
出

や
図
書
情
報
の
入
力
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
。

　
参
加
者
か
ら

は
、「
普
段
目
に

す
る
こ
と
の
な

い
図
書
館
の
裏

側
や
司
書
の
仕

事
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
」
と

い
っ
た
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
日
本
語
学
科
の
丸
山

岳
彦
教
授
が
６
月
19
日
、
劇

団
ス
ー
パ
ー
・
エ
キ
セ
ン
ト

リ
ッ
ク
・
シ
ア
タ
ー
（
Ｓ
Ｅ

Ｔ
）
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
日
本
語
の
し
く
み
」
を
開

催
し
た
。

　
Ｓ
Ｅ
Ｔ
は
、
日
本
を
代
表

す
る
劇
団
の
一
つ
。
日
本
語

学
科
の
協
力
講
座
「
日
本
語

表
現
論
２
」
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｔ

の
舞
台
俳
優
を
講
師
に
招

き
、
五
感
や
感
情
を
日
本
語

で
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か

に
つ
い
て
、
演
劇
の
方
法
論

と
い
う
観
点
か
ら
学
ん
で
い

る
。

　
今
回
は
、
普
段
の
授
業
と

は
逆
に
、
丸
山
教
授
が
劇
団

Ｓ
Ｅ
Ｔ
側
に
日
本
語
学
の
基

礎
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
企

画
。
劇
団
員
や
ス
タ
ッ
フ
、

演
劇
を
学
ぶ
養
成
所
生
ら
48

人
が
参
加
し
た
。

　
丸
山
教
授
は
、
言
語
学
の

研
究
領
域
の
ほ
か
役
割
語
や

キ
ャ
ラ
語
、フ
ィ
ラ
ー
な
ど
、

日
本
語
の
話
し
言
葉
に
関
す

る
多
様
な
切
り
口
か
ら
、
日

本
語
の
し
く
み
を
レ
ク
チ
ャ

ー
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
今
回
学
ん
だ
『
言
語
を
客

観
的
に
捉
え
る
』
と
い
う
視

点
を
大
切
に
し
、
よ
り
豊
か

で
自
然
な
セ
リ
フ
回
し
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
た
。

図書情報を入力する高校生

ＳＥＴの劇団員らを前に講演する丸山教授

生徒と部員の取組

　
本
学
相
撲
部
と
多
摩
桜
の
丘
学
園
（
東
京
都

多
摩
市
）
は
２
０
１
９
年
か
ら
交
流
を
続
け
て

い
る
。
今
年
も
６
月
26
日
に
、
多
摩
桜
の
丘
学

園
の
知
的
障
害
教
育
部
門
中
学
部
の
３
年
生
25

人
が
、
校
外
学
習
の
一
環
と
し
て
相
撲
部
の
稽け

い

古こ

を
見
学
し
、
部
員
と
の
取
組
を
体
験
し
た
。

　
相
撲
部
か
ら
は
蒲
田
勝
太
監
督
と
部
員
５
人

が
参
加
。
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
土
俵
で
の

作
法
を
教
え
た
り
、
生
徒
と
一
緒
に
四し

股こ

を
踏

ん
だ
り
と
、
相
撲
の
精
神
と
技
術
を
伝
え
た
。

相撲部と多摩桜の丘学園が交流相撲部と多摩桜の丘学園が交流高
校
生
が
司
書
体
験

留学プログラム参加学生
　本学にはさまざまな留学プログラ

ムがある。８、９月には中期、セメ

スター交換、長期交換の３プログラ

ムに参加する学生が出発した。留学

生は次の通り（敬称略）。

26年度中期留学プログラム（後期）

■ワイカト大学（ニュージーラン

ド、８～ 11月）古川紗羽（経済３）

関戸大輝（法３）小糸晴美（文３）

■ネブラスカ大学リンカーン校（米

国、８～ 12月）松本一花（文３）

■檀国大学（韓国、８～ 12月）小

長光陽（経済２）田中穂美（経営

３）半田さくら（商４）

26年度セメスター交換留学プログラム

■オレゴン大学（米国、９～ 12月）

大山拓夢（経済３）山本直哉（文３）

26年度長期交換留学プログラム（第２期）

■オレゴン大学（米国、９月～ 27

年３月）時水秀（経済２）

■サスクェハナ大学（米国、８月～

27年５月）西野希（法３）

中期留学プログラム（後期）参加者

セメスター交換留学と長期

交換留学（第２期）の参加者

劇団ＳＥＴでワークショップ

丸山教授が日本語のしくみ解説

と
と
も
に

と
も
に

地域地域
社
会
貢
献
活
動

　
神
奈
川
県
内
の
54
チ
ー
ム
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
「
２
０
２
６
専

修
大
学
カ
ッ
プ
神
奈
川
県
学
童
軟

式
野
球
選
手
権
大
会
」
（
神
奈
川

県
野
球
連
盟
共
催
）
の
第
20
回
記

念
大
会
。
決
勝
戦
は
８
月
７
日
、

大
和
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
。

戸
塚
ア
イ
ア
ン
ボ
ン
ド
ス
（
横
浜

市
戸
塚
区
）
が
12
｜

７
で
サ
ン

ダ
ー
ス
Ｊ
Ｂ
Ｃ
（
相
模
原
市
）
に

勝
利
し
、
大
会
史
上
２
チ
ー
ム
目

と
な
る
連
覇
を
達
成
し
た
。

　
閉
会
式
で
大
会
会
長
の
馬
塲
杉

夫
学
長
は
「
勝
利
の
喜
び
も
敗
戦

の
悔
し
さ
も
、
こ
れ
か
ら
の
成
長

の
糧
に
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
暑
い

夏
の
経
験
が
、
将
来
に
つ
な
が
る

貴
重
な
財
産
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」
と
述
べ
、
記
念
大
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

　
優
勝
し
た
戸
塚
ア
イ
ア
ン
ボ
ン

ド
ス
が
17
日
、
ｔ
ｖ
ｋ
（
テ
レ
ビ

神
奈
川
）
の
情
報
番
組
「
猫
の
ひ

た
い
ほ
ど
ワ
イ
ド
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」
に
出

演
し
た
ほ
か
、
大
会
の
模
様
を
ま

と
め
た
総
集
編
が
23
日
に
同
局
で

放
送
さ
れ
た
。

馬塲大会会長が優勝旗を贈呈

開・閉会式司会の

マサキさん（平16商）

54
チ
ー
ム
が
熱
戦
繰
り
広
げ
る

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た

開
会
式

７
月
18
日

準優勝 サンダースＪＢＣ

戸塚アイアンボンドス連 覇 ２
０
２
６
専
修
大
学
カ
ッ
プ 

第
20
回
記
念
大
会


